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南島原警察署協議会第１回会議議事概要

日 時 令和５年２月３日（金）15時30分～16時50分

場 所 南島原警察署講堂

１ 協議会

大﨑会長 宮崎委員 森委員 渡邉委員

出 席 者 ２ 警察署

３ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見である「飲酒運転根絶対

策の推進」に対する推進状況について、次のとおり説明があった。

(1) 飲酒運転の検挙状況

昨年中、当署管内においては飲酒運転による人身事故の発生は

会議の状況 無かったが、物件事故を端緒とした飲酒運転の検挙が３件あった。

(2) 交通取締り

夜間のレッド走行や飲食店周辺の警戒を推進したほか、夜間飲

酒検問についても島原半島３署合同及び当署単独で実施した。

(3) 各種キャンペーン

年末の交通安全県民運動期間中を中心に、街頭キャンペーン、

酒類提供飲食店訪問活動等を推進した。

(4) 各種広報

各種会合における呼び掛け、各種媒体による広報等を推進した。

(5) 安全運転管理者講習

安全運転管理者講習において、今年度から一定の事業者等に対

して車両運転者の酒気帯び確認等が義務化されたことを踏まえた

飲酒運転防止対策について講習を行った。

２ 令和４年10月から12月までの業務重点推進結果について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 各種訓練の推進

ア 術科訓練・体力練成

イ 装備資機材の使用訓練

ウ 実務に関する教養・訓練

エ 運転訓練等

オ その他（徘徊対応訓練、警察学校における研修等）

(2) 年末に向けた犯罪抑止及び検挙推進

ア 犯罪被害防止のための各種広報啓発活動

イ 少年の犯罪被害防止活動（不審者対応訓練、防犯教室等）

ウ 刑法犯認知・検挙状況

エ 期間中の主な検挙事件

(3) 交通死亡・重傷事故抑止対策の推進



ア 交通事故の発生状況

イ 交通指導取締り

ウ 高校生に対する二輪車安全運転技能講習

エ 自転車講習

オ ライト早め点灯促進キャンペーン

カ 交通死亡事故発生速報の作成・配布

キ 前回会議での意見等に対する対応状況

(4) テロの未然防止

会議の状況 ア 島原半島３署合同警護警備訓練

イ Ｇ７広島サミット開催を見据えた各種管理者対策

３ 令和５年南島原警察署業務運営重点について

署長から、令和５年における南島原警察署業務運営重点について、

次のとおり説明があった。

(1) 県民の要望等を反映した活動の推進

(2) 県民が身近に感じる犯罪の検挙活動推進

(3) 地域の犯罪情勢に即した効果的な犯罪抑止対策の推進

(4) 制服を見せる効果的な街頭活動の推進

(5) 効果的な交通死亡事故等の抑止対策の推進

(6) 大規模災害等緊急事態への的確な対処

(7) テロの未然防止に向けた各種対策の推進

４ 業務重点推進計画について

署長から、次のとおり説明があった。

(1) 通信指令機能の強化に向けた取組の推進

(2) 犯罪の抑止・検挙

(3) 交通死亡・重傷事故抑止対策の推進

(4) テロの未然防止

５ 諮問テーマに対する答申について

署長から、前回協議会における諮問テーマ「高齢者に向けた広報

啓発活動の効果的推進方策について」への答申「地域関係者、関係

機関等と連携した活動及び制服を見せる活動の継続的推進」に対す

る推進状況について、次のとおり説明があった。

(1) 本署勤務員や交番・駐在所勤務員がそれぞれの立場で、各種講

話等のほか、自治会、福祉施設等の行事に参加するなどして、高

齢者を見守る立場の方々や高齢者自身に対し、「高齢者の犯罪被害

・交通事故防止」等について話をするなど、地域社会と連携した

活動を強化した。

(2) 各家庭等を訪問する「巡回連絡」を推進し高齢者や家族への呼

び掛けを強化したほか、各種街頭活動を通じ、ＡＴＭや電子マネー

を介した詐欺被害防止、各種犯罪被害防止、交通事故防止等につ

いての広報啓発活動を推進するなど、制服を見せる活動を強化した。

○ ニセ電話詐欺被害防止対策の推進

提 出 意 見 ニセ電話詐欺被害については近年県下的に大幅に増加傾向である

ところ、昨年は更に被害が増加し、南島原警察署管内でも一昨年を

上回る３件の被害が出ている。最近は予兆電話と見られる不審電話



等も後を絶たず、更なる被害増加も懸念されることから、広報啓発

活動、犯人からの電話が繋がりにくい環境づくり、水際対策等、よ

り一層のニセ電話詐欺被害防止対策を推進していただきたい。


